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国際会長主題     「世を照らす光となろう」“Be the light of the world” 

スローガン  「恵みを愛もて分かち合おう」“Share your blessings in love” 

アジア地域会長主題  「歳月は Y’ｓをワイズ（賢者）にする」“Years bring wisdom” 

        スローガン  「行動が活力を呼び覚ます」“Action vitalize life with strength” 

西日本区理事主題     「先頭に立ってワイズの光を輝かそう クラブで、地域で、国際社会で」 

スローガン  「ワイズメンの満足度向上を 真摯に取り組もう」                          

中部部長主題     「前へ！ 声を掛け合い!」“Go forward! Call together!” 

金沢犀川ｸﾗﾌﾞ会長主題 「活力に満ちたﾜｲｽﾞﾗｲﾌを！」“Vitalize Our Lives at the Y’s Men’s Club !” 
会長：澤瀬 諭，副会長：川村孝治，書記：北 肇夫，会計：三谷信三，直前会長：北 肇夫 

今月の聖句：主
しゅ

は国々の争いを裁
さば

き、多くの民
たみ

を戒
いまし

められる。 彼らは剣
つるぎ

を打ち直して鋤
すき

とし 槍
やり

を打ち直して鎌とする。国は国に向かって剣を上げず もはや戦うことはない。 イザヤ書 2章 4節

２０１３年４月強調月間 

ＹＭＣＡサービス・ＡＳＦ 
今YMCAに必要とされているワイズの支援とは何か。ともに考え行動しましょう。 

下村明子Yサ・ユース事業主任（名古屋グランパスクラブ） 

☆☆☆3 月例会報告☆☆☆ 

[第一例会] 3 月 14 日(木)19：00～21：00、金沢

白鳥路ﾎﾃﾙ、参加者：山岸勝信氏(卓話者)、渋谷君

(金沢ｸﾗﾌﾞ)、川村君・北君・澤瀬君・澤瀬ﾒﾈｯﾄ・

竹中君・平口君・三谷君、計 9名。 

[第二例会]3 月 28 日(木)19:00～21:00、金沢 YMCA

集会室、参加者：北君・澤瀬君。 

第 16 回西日本区大会第 15 回実行委員会 4 月 4 日

(木)19：00～、名古屋 YMCA、澤瀬会長北書記が参

加。滋賀蒲生野クラブ・金沢クラブ合同「焼牡蠣」例

会 4 月 6 日（土）・7 日（日）、七尾市、平口君が参加。

金沢クラブ 4 月第一例会 4 月 18 日（木）、大西博昭

次々期中部部長・若松芳弘第 16 回西日本区大会実

行委員長が参加、金沢犀川からは北書記・澤瀬会

長・平口次期中部部長が参加予定。 

5 月の当番 司会：平口君、準備：三谷君 

☆☆☆4 月特別例会案内☆☆☆ 

金沢 YMCA 主催“たけのこ掘り体験”に参加 

日 時：4月 29 日(祝・月) 10：00～15:00 

場 所：北陸学院大学三小牛ｷｬﾝﾊﾟｽ 

会 費：2,000 円 

準 備：平口君 

＊＊＊プログラム＊＊＊ 

＊実際には下記ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑそのものではなく、金沢

YMCA 企画のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(たけのこ掘り、たけのこ料

理、ゲームなど)により進行いたします。 

司 会         ：竹中君 

開会・点鐘       ：澤瀬会長 

ワイズソング      ：一同 

今月の聖句       ：司会者 

今月のﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ   ：澤瀬会長 

平口君(4 日) 

ゲスト紹介       ：司会者 

食前の感謝       ：三谷君 

―― 会 食 ―― 

事業委員報告      ：各委員 

ニコニコタイム     ：三谷君 

閉会・点鐘       ：澤瀬会長 

＊例会に使用済み切手をご持参ください。 

今月の聖句について この「終末の平和」預言は、

単なる夢物語だろうか。戦争のない世界をめざす

世界連邦運動は、イザヤによる預言が示す理想を

目指しているといっても過言ではなく、実際、一

進一退を繰り返しながらも、世界連邦を構成する

諸要素のいくつかはすでに実現している。（平口）

 

当クラブ 3 月出席者 3 月出席率 ＢＦポイント ニコニコタイム 

正会員    6 名 

広義会員    0 名 

 

メ ン      6 名 

メネット     1 名 

ビジター     1 名 

ゲスト       1 名 

        100％

メーキャップ   0 名

前月繰越切手  2,251g 

3 月分切手    0g 

今年度累計  

切手  2,251g 

現金     0 円 

2 月累計 156,737 円

3 月分   7,800 円

 

合計     6 名          1 名            100％  累計 164,537 円



◆ 3 月第一例会に参加して ◆ 
 北 肇夫 

 3 月第一例会は、3 月 14 日(木)金沢白鳥路ﾎﾃﾙに

例会場を変え、講師に山岸勝信氏をお招きして「ｱﾅ

ﾛｸﾞからﾃﾞｼﾞﾀﾙへの谷間」という演題で開催された。

当会員全員のほか澁谷ﾜｲｽﾞ(金沢ｸﾗﾌﾞ)、澤瀬ﾒﾈｯﾄ

の出席があった。 

 講師のﾌﾟﾛﾌｨｰﾙについては三谷ﾜｲｽﾞから紹介があ

り、文系の大学卒業ながら、多彩な分野で事業開発・

販売に従事、1993 年に独立され、企画調査会社を

経営されて現在に至っているとのこと。 

 卓話は、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄのｽﾗｲﾄﾞを用いて、ｴｼﾞｿﾝ発明

のｵｰﾃﾞｨｵの原理から現代までのﾒﾃﾞｨｱの発展・変遷

の流れを平易に解説された。その後、質疑応答に入

り、往年のｵｰﾃﾞｨｵﾏﾆｱから沢山の思い出や蘊蓄を

傾けた話などを聴くことができた。 

ほぼ定刻のお開きの後には、当ﾎﾃﾙご自慢の天然

温泉(ご婦人用は大ﾛｰﾏ風呂)のｻｰﾋﾞｽを受ける人も

あり、一日の疲れを癒し、余韻を楽しんだ後、帰途に

着いた。 

 
（前列向かって右から 2 番目が卓話者の山岸勝信氏） 

 

◆ 次期会長・主査研修会報告 ◆ 
会長 澤瀬 諭   

 3 月９日(土)～10 日(日)チサンホテル大阪で 2012

年度次期会長・主査研修会が開催され、平口次期中

部部長、川村次期中部会計、北次期書記と澤瀬次

期犀川ｸﾗﾌﾞ会長の４名が参加。開講に先立ち急逝さ

れた成瀬晃三理事に黙祷をささげてから１日目の研

修が始まった。 

ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞのあり方、西日本区の現況報告、西

日本区理事の方針などﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙに沿って進めら

れた。研修の疲れを癒すため、夕食はﾜｲｽﾞﾒﾝの懇

親の場として和やかな雰囲気の中で進められ、次期

中部部会開催のｱﾋﾟｰﾙもさせていただき１日目の研

修を終えた。2 日目は昇天礼拝につづき、YMCA の

理解、会長の事務手続き、各部ごとの懇談が行われ、

 
（夕食会で次期中部部会のｱﾋﾟｰﾙをする） 

今回の感想文を作成して閉講式を終えた。 

 昨年につづき二度目の会長研修の受講であったた

め肩の力がぬけてより理解が深まり、次期に向けて

更に活動できるよう気を引き締めて会場を後にした。 

 

◆ 中部評議会・STEP 事業報告会参加記 ◆ 
 次期中部部長 平口 哲夫 

 3 月 20 日（水・祝）12：30～14：00 に名古屋 YMCA

会議室で開催された中部評議会には、金沢ｸﾗﾌﾞから

は幸正会長・渋谷中部直前監査、金沢犀川ｸﾗﾌﾞから

澤瀬会長・北次期中部書記・平口次期中部部長が

参加。交通手段は、例のごとく澤瀬会長の車に相乗

りしての快適な往復だった（幸正会長は帰路のみ）。 

 議案・協議では、今年度前期事業報告、次期中部

部長・次期部会ﾎｽﾄの承認、次期中部役員の承認、

次期中部部会の日時・会場の承認、次々期中部部

長（大西博昭ﾜｲｽﾞ）・部会ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ（四日市ｸﾗﾌﾞ）の

承認、中部部費改定の件、以上 6 議案であった。こ

のうち、次期中部部会については、校正段階の案内

ﾁﾗｼを配布して説明し、承認を得た。また、部費につ

いては、会員数減少による財源不足を補い、役員活

動の個人負担が大きい現状を改善するため、現行

2000 円を 3000 円/人・年にする改定案が承認された。

そのほか、第 16 回中部部会決算報告、西日本区定

款改定に伴う部則改定についての概要説明があった。

なお、中部 HP 委員会運営規則・運営ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝにつ

いては、HP 編集委員・管理者としての経験から改定

の必要を感じているので、次期に改定案を提示した

い旨、提言しておいた。 

 評議会終了後、STEP 事業報告会が同会場で開催

されたので、これにも参加した。STEP とはﾕｰｽ短期

交流事業（Short Term Youth Exchange Program）のこ

とで、昨年 8 月 1 日～8 月 31 日、ｹﾆｱ・ﾀﾝｻﾞﾆｱに滞

在して交流を深めた大西慎太郎ｺﾒｯﾄ（四日市ｸﾗﾌﾞ）

の報告を聴くことができた。この報告会に引き続き別

室で開催された YY ﾌｫｰﾗﾑには、帰宅を急ぐ同行者

の都合により、参加を断念した。 

 
（STEP 事業報告会で大西慎太郎ｺﾒｯﾄの報告にｺﾒﾝﾄす

る石田由美子交流事業主任） 

 

編集後記：3 月下旬に「魅惑のｱﾝｺ-ﾜｯﾄとﾍﾞﾄﾅﾑ 2 都

物語 7 日間」という“おまかせ観光旅行”に出かけて

いたので、今月号の発行が遅れました。その写真は、

Facebook で紹介しておきました。       （平口） 

 

《 金沢 YMCA のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 》 
http://www.ys-chubu.jp/kanazawaymca/ 
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